
分科会の記録 第２分科会 子供の発達に関する課題 

【提言１ 研究主題】 

 地域の教育力を生かした豊かな心の育成 

  ～家庭や地域との継続的な連携・協働を通して～ 

【提言者】杵島郡教頭会  白石町立須古小学校 江口佐智子 

【協議の柱】 
① 児童生徒の社会参画意識の向上につながる地域連携となるよう、各学校ではどのような取組をして

いるか。また、どのような取組が有効と考えるか。 

② 地域連携活動を無理なく持続可能に推進するために、副校長、教頭としてどのように取り組むか。 

【協議内容】 
①・子供たちは地域のことに詳しくないため、社会参画意識は小学生には難しい。まずは、地域への

愛着を育てるという意識で取り組む。 

・学校運営協議会の協力を得て、地域の力を活用する。 

・各市町での地域の特色を生かし、持続可能な取り組みを目指す。地域との結びつきには温度差が

ある。こってりとあっさり。 

・地域の高齢化に伴い、人材不足が課題。人材発掘が必要。 

・白石町は地域人材連携表や地域連携年間計画表が作成されているのでよい。各学年の担任が年間

計画表を作成し、学校運営協議会にて学校評議員と打合せを行う。教頭が抱え込まないよう、連

絡調整など担任で行う。 

・閉校・統合を迎えた学校では、活動のコーディネートが困難。 

・地域コーディネーターに相談し、対応してもらう学校がある。 

 

②・無理なく持続可能にするため、「いつ」「誰が」取り組むのか、バージョンアップやパワーアップ

したところはその年度中に記録を残す。 

・学校運営協議会と担任との橋渡しが教頭の役割。 

・誰でもできる（異動してきたすぐの先生でも取り組める）ようにしておくことが重要。 

 ・停滞している状況を打破するために、力を入れて取り組んでいる。 

 ・働き方改革を考慮し、教員の負担を軽減しながら地域との連携を深める。 

 ・持続可能性を確保するため、活動を統合し学校運営協議会と調整してく必要がある。 

 ・教頭が地域連携の意義を先生方に伝えていくことが重要。 

 

【指導助言】三田川小学校  校長 槙 俊二 氏 
・地域社会との連携を通じて、子供たちが将来の姿を想像できるように支援する。 

・海外からの移住増加に伴いグローバル化が進む中、異文化の人々とコミュニケーションを取りなが

ら仕事をする必要性がある。 

・AI やロボットで代替される職業が減少する一方、新たな専門職が生まれる可能性がある。 

・子供たちが予測困難な時代を生き抜くため、コミュニケーション能力が重要である。 

・人間にしかできないことを通じて感性を広げ、未来への夢や希望をもつことが必要。 

・自分のことは自分で決めることができる、自分で判断し行動できる子どもを育てる。 

杵島郡発表 

・家庭や地域連携が円滑に進むように年間計画や人材活用計画を作成・共有している。 

・子供たちは多様な人々と出会い学ぶ。地域連携の継続が重要。 

・教員同士が子供のめざす姿（どんな子供の姿をゴールとするか）を共有し、「すべては子供のため

に」という思いで取り組む。 

 

 


